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アトリエ 宿泊部

[ 道との距離感を保つ階層 ] [ 敷地を手掛りにゾーニング ]

[ 通気専用の開口部 ][L 字壁で表裏をつくる ]

[GL で活動が行われる ] [ 伸び縮みする空間 ]

04. 全体図 宿泊スペース

子供のアートスクール

アトリエ 2

メンバーは日々個展に向けて作品を仕上げる 　　　　　　後ろにアトリエが透けている大通りから商店街に来る人の流れ

1mの高低差

ギャラリー： 個展が開かれる
メンバーは日々個展に向けて作品を仕上げる

ショップ：個性的なメンバーのグッズを販売
　　　　　　アトリエの活動が道から透けて見える

カフェエントランス：お客さんを迎え入れる
　　　　　　　　　　　　　開放的な空間

36m

37m

商店街からの人の流れ

大通りから商店街に来る人の流れ

05. 住宅街での佇まいーゲストを迎え入れる北側のファサード

障がい者の作家は皆個性的である。毎日違う風の入り方や、日の入り方を感じら
れるような、自分で好きな場所を見つけていける不均質な仕事場が適している。

休憩スペースなど、建築の真ん中ほど外部の環境に近く柔らかい空間になる。建築内にいくつかある通気専用の
回転扉を開くと建物の輪郭が破られ、街の匂いや音が入ってくる同時に、こちら側の音も街へ拡張していく。

06. 環境のヒエラルキーの反転

高南通り

杉並区
障がい者センター

買い物客の道

大通りと商店街をつなぐ道

障がい者の散歩道

小学生の通学路

2 人部屋

2人部屋

駐輪スペース

建築を外から見ている人や、ここにやって来る人など、メンバー以外にもこ

の建築と間接的な関わりを持つ人々は多い。人それぞれに自分の時間を過ご

す、街の寛容さを反映させたような建物の存在がこの街の風景としても魅力

になっていく。障がい者の働く場所であると同時に、街のための建物である。

私には知的障がいを持ついとこがいる。生活は家と作業所の往復であるが、社

会との接点である作業所は閉鎖的で、個性的な労働者に対応したものとは言い

難い。障がい者福祉施設が都市の中でどのように存在できるかを考えたい。

商店街から 1本入った、地元の小学生やお年寄り、若者など様々な人が行き

交う住宅街に知的障がい者のアトリエを設計する。私はこの土地にどんなも

のも受け入れて魅力にしてしまう様な寛容さを感じている。

障がい者と支援するスタッフに対応した空間単位の連鎖によって繋がり

ながらも緩やかに離れた空間で建築が構成される。また、空気の階層と

スリットによって、外との関係性を適度に保つ。
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採光のためのはめ込み窓と
空気を取り入れるガラリ窓
二つが部屋に付いている

障がい者とサポートする人
（親など）二人でセット

南側の明るい洗濯スペースから
直接つながるテラス

部分断面図 1/100

小学校

ル
ッ
ク
商
店
街

ハッチポッチスタジオ

西照寺

N

高円寺駅

ル
ッ
ク
商
店
街

高
南
通
り

小学校

新高円寺駅

site

杉並区
福祉事務所

就業支援施設 B型
イメージ

風は街の中や建物の中を通り抜け、

街の空気と建物内の空気が連続する

大きなフィギュアの棚があったり、
爬虫類の水槽があったり、
自由な趣味を持つ作家が群で製作する

メンバーの作品がグッズとして売られている

擁壁のおかげで開放的に使うことができる

障がい者用のエントランス

user に合わせて天井高が低くなっている

天井高 5mのギャラリーを通してアトリエが透ける

商店街からのエントランス部分は
商業的な雰囲気がある

カフェテラス
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配置図・1F平面図　

地方から来た障がい者の親子
が宿泊できる

ワークショップができるスペース
メンバーは小学生の絵のお手本

一人で落ち着いて作業したい人の空間
1Fの人の気配を感じることもできる

こだわりの趣味があり、
仲間と作業する人の空間

箱詰め・倉庫

ロフト

作業ペースは人によって様々
ソファで昼寝をしたり、友達と
喋ったり、人それぞれに息抜き
ができる場所がある

休憩スペース

メインの作業場を囲うようにして、何層も空間のフィルターをかける。道に面する空間はそれぞれ違った雰囲気を持つ

03. 障がい者を守りながら外との関わりを持つ

カフェ

ショップ

休憩スペース

箱詰めスペース

浴室

宿泊スペースロビー

宿泊スペース
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倉庫スペース

ギャラリー

アトリエ

守られた外部

スタッフルーム

食堂

アトリエ２

ワークショップ
スペース

駐輪場

ここでは障がい者に子供が絵画を習う
ワークショップが行われる

幼い子供や障がい者にとっては守られた外部が必要である
ボール遊びをするのも良いし、食堂と一体で使うのも良い

商店街の音

商店街の匂い

アトリエの音

住宅街の音

アトリエ２
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食事スペース
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天井高の高い落ち着いたソファ

アトリエ１

ショップ
ギャラリー

休憩スペース

2F 平面図　 3F平面図　

2F 休憩スペース

ロフトのパンチング建具

3F宿泊スペース
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a-a’ 断面図

b-b’ 断面図

建物の北側は２層、南側は３層 .

ショップ通路休憩スペース

7.5m

1.3m

自然光

ハッチポッチスタジオ
   - 都市に建つ障がい者福祉施設 -

障がいのある人の個性豊かな表現が発揮される建築と、それが街の魅力になり得る敷地によって、

今まで社会の端っこに追いやられてきた障がい者施設や福祉従業者のこれからを示したい。

いくつかの空気の階層とスリットによって、街と建築の距離感を適度に保ち、繋がっていることと

離れていることを同時に実現させる。屋外的解放環境が取り巻く、風通しの良い空間を提案する。

環境のヒエラルキー これまでの福祉施設 アトリエの空間ヒエラルキー
敷地境界線

硬い

やわらかい 硬い

やわらかい

みんなの場所

用途が別れた個人的な場所

07. 屋外的解放環境が取り巻く、風通しの良い作業空間
ショップ

ギャラリー

アトリエ 1

ワークショップスペース  
休憩スペース

２Fテラス

風（入り口は回転窓） 人（入り口は引き戸）
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